




１ 2021年度就労実績 

 

 

７名 
全員が就労継続中！ 
（2022年3月現在） 

〇 介護・福祉：2名 

〇 公共：1名 

〇 人材：1名 

〇 IT：1名 

〇 運輸サービス：1名 

〇 警備：1名 

 

業種別就職先 

昨年に続きコロナ禍での活動制限により企業の採用活動の動きが鈍くなる
中、FDAでは利用者さんの就労意欲喚起のための取り組みに特に力を入れ
、昨年度も7名の就労実現を果たすことが出来ました。 

FDAでは就労者（卒業生）への定期的な面談実施や就労先企業との連携等
による定着支援を提供すると共に、引続き利用者の就労実現を強力に支援
してまいります。 

※ 2020年実績：6名 

昨年の就労実現実績 
 



2 2021年度 就労実例-1 

① Aさん（20代男性/B型利用者/精神障がい ） 

 大学在籍中の2015年にFDAへ入所し、卒業後も就労実現を目指してト
レーニングを続けましたが、就労までの道のりは平坦なものではありま
せんでした。障害（自閉スペクトラム症）特性上、どうしても他者との
コミュニケーションに難しい点があり、特には感情を抑えきれずに不安
定な精神状態になってしまうこともありました。 
 
 2年間の就労移行期間が終了してしまった後も、就労継続支援Ｂ型に
移籍し引き続き就職のための努力を重ね、施設内および施設外の実習な
どを経験しながらSST（ソーシャル・スキル・トレーニング）によって
徐々に自分の感情をコントロールする術を身に着けていきました。 
 
 就労実現への意欲が高まる中で、FDA内で何度も面接練習を経験する
などの準備を重ねた結果、学生時代から得意だったPCのスキルを活かせ
る事務スタッフの職に就くことができました。 
 
  



② Nさん（20代男性/移行利用者/知的障がい） 

 前職では同僚との適切な距離感を保つことができず、長く働き続ける
ことができませんでした。 

 FDAでのトレーニングでは、多様な背景があり年齢層も異なる方々と
の良好な関係を維持することを意識しつつ、就労を希望する職場での実
習を何度も経験しました。そこで感じる上手く行かないこと、自分だけ
で抱えてしまいがちな気持ちをスタッフが受けとめ、実習先とも常に連
携しながら彼を支えることで、就労を望んでいた職場に見事入社するこ
とができました。 

2 2021年度 就労実例-2 





3 総合支援法（就労移行支援・就労継続支援B型） 

① 年度末時点での利用者総数 

69 名 

 
② 障がい種別利用状況 

身体 
14% 

精神 
34% 知的 

34% 

難病 
6% 

発達 
12% 



4 総合支援法（就労移行支援・就労継続支援B型） 

  

③ 通所エリア別利用状況 ④ 年代別利用状況 

川崎市 
64% 

横浜市 
14% 

その他神奈川県 
9% 

東京都 
13% 

10代 
9% 

20代 
21% 

30代 
22% 

40代 
16% 

50代 
24% 

60代 

～ 
8% 



5 FDAの利用開始のきっかけは？ 

① 医療機関・役所・他支援機関からのご紹介  

② FDA説明会・体験会 

   毎月開催しているFDAの説明会をきっかけに利用開始,等  

④ 特別支援学校・定時制高校からのご紹介 

   学校関係者の方から卒業後進路の定まらない生徒様の就労訓練を 

   依頼され、利用開始,等 

③ ホームページやパンフレット 

   FDAホームページや各所にあるパンフレットを見ての問合せ  





 昨年より続くコロナ禍の影響を受けつつも、在宅支援等
の工夫をこらした活動を継続することで、利用者さんへの
トレーニング機会を確保することができました 

6 延べ支援日数の推移 

単位：日 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 年間 

2019年 

移行 291 290 300 327 341 331 355 287 227 248 221 190 3,408 

B型 539 552 573 594 496 520 537 518 518 577 571 471 6,466 

計 830 842 873 921 837 851 892 805 745 825 792 661 9,874 

2020年 

移行 176 157 178 133 128 125 128 91 124 145 119 97 1,601 

B型 480 474 577 723 705 841 765 847 904 966 904 956 9,142 

計 656 631 755 856 833 966 893 938 1,028 1,111 1,023 1,053 10,743 

2021年 

移行 117 119 158 160 157 215 218 201 208 234 215 200 2,202 

B型 941 911 1,156 1,095 944 1,120 993 965 963 1,010 972 912 11,982 

計 1,058 1,030 1,314 1,255 1,101 1,335 1,211 1,166 1,171 1,244 1,187 1,112 14,184 



7 就労移行支援 就労トレーニング 

★ 多岐にわたるカリキュラムで社会で求められる多角的なスキルを養います 

• 対人能力強化のための、ロールプレイングを中心とした実践的なSST
（ソーシャル・スキル・トレーニング) 

• 一般教養、コミュニケーション、ビジネスマナー、パソコン操作など、就労
実現に必要な能力を磨く講習 

• 企業内での職場実習や就職活動サポートなど、スムースな就労への支援 
• 全体に向けたトレーニングと個人毎にカスタマイズしたトレーニングの2軸
による効果的な支援 

• 就労意欲の喚起や職業理解のためのカリキュラム、求人票の見方や 

履歴書・職務経歴書の書き方指導、他にも面接練習、服装指導、実際の
就職活動支援など、職に就くための活動の支援 

 

FDAの支援の目的は、単に就職することだけではなく、 
長く働き続けるための力を身に付けてもらうことです。 



8 川崎と溝の口 ： ２つのB型事業所 

 川崎事業所 ： “就職を目指す” Ｂ型事業所 
 就労移行支援の利用期間（2年間）を満了した後も、Ｂ型利用者として 
就労のためのトレーニングを継続する 

 Ｂ型から就労移行へ移籍し、就職活動に更に本腰を入れる 
 企業内での職場実習や就職活動サポートなど、就職実現のための支援 

2021年 ： 3名の就労実現！ 

・ FDAは川崎と溝の口に２つの就労継続支援Ｂ型事業所を運営しており、 
事業所ごとに大きな特徴があります 

 溝の口事業所 ： 工賃をたくさん稼げる事業所 
 受託案件の生産量に応じた工賃体系により、「頑張った分だけ稼げる」 
 働くことの意欲を高め、経済的、精神的および社会的な自立を促す活動 
 一人ひとりの特性に合わせた多彩な受託案件作業 

2021年 ： 3名の就労実現！ 
 



9 FDA 新たな取組 ～ 就労定着支援 

新規事業として、主にFDA卒業生に対する就労定着支援事業を開始しました。 
就職後も、安心して長く働き続けることができるよう支援します。 
 

【対象】 
就労移行支援、就労継続支援A型・B型、生活介護、自立訓練サービス
等を経て、一般就労をした方 
 

【内容】 
月1回程度の面談等により、職場や生活面での困りごとを把握し、それ

を解決するための支援を提供します。必要性に応じて就労先との連携も
行います。 
 

【期間】 
就職後の半年間経過後より3年間 



10 施設外実習～企業内実習における多様な職場体験～ 

・企業内で実際の業務に携わることで、より実践的な就労訓練を行い
ます。実習先の企業にそのまま就職するケースもあります。 
・実習先となる提携企業には様々な業種・職種があり、色々な業務を
経験できます。 
※ 現在は新型コロナ禍の影響で休止中の案件もあり 

FDAにおける施設外実習の例 

T社 
（印刷業） 

事務補助作業 

A社 
（コンサルティング業） 

事務補助作業 

S社 
（食品輸入） 

 商品管理軽作業 

J社 
（ITサービス） 

 事務補助作業 

C法人 
（介護施設） 

 清掃・物品補充作業等 



11 受託案件～施設内で経験できる多様な作業訓練～ 

・事業所内で様々な作業に取り組み、PCスキルやチームワークを高めま
す。自分の「得意なこと・苦手なこと」を把握するのにも役立ちます。 

FDAにおける受託案件の例 

アンケートのデータ入力 

フリーペーパーの折り・封入 

手書きDMの代筆 

輸入食品へのラベル貼付 

会報の封入と発送 

文書データのPDF化 



 2021年も、昨年に続き社会全体

が新型コロナウィルス感染症の影
響を受けた一年となりました。この
状態が二年間に渡り続いていること
で、既に新常態として定着した感す
らあります。 
 

 その中にあってFDAでは昨年以

上に工夫をこらした活動を継続する
ことで、多くの利用者が就労実現と
いう目的を果たすことが出来ました 

12 コロナ禍に於けるFDAの取り組み 

手作りパーティションで感染防止 



13 土曜日イベント（休日レクリエーション）の開催 

・FDAでは平日の就労訓練に加え、休日にも多様なレクリエーションを
行っています。ものづくりや料理、スポーツ観戦、ゲーム大会等、その内
容は様々。休日の居場所作りや通所のきっかけとして、それぞれの目的に
応じて楽しんでいただけます。 

土曜日イベントのコンテンツ例 

・映画鑑賞会 

・ゲーム大会 

・（コロナ緊急事態宣言化の）リモート交流会 

・剣知会（剣道の稽古を通じた心身の鍛錬） 

・当事者会、利用者三者面談など 



14 インターンの受け入れ 

 FDAの多様な障がい者・就労困

難者支援の取り組みは、多くの学

校・企業様にもご注目頂いており

ます。昨年も多くのインターンの

受け入れを行い、社会における多

様性のあり方について考えるきっ

かけを提供してきました。 

今後も同様の取り組みにより多様

な社会の実現に貢献します。 

 




